
 

 

 

 

 

令和３年度、コロナ禍の中、対面授業でスタート！！

全校児童生徒 26名、元気に登校中！！ 
 JSJ保護者の皆様、関係者の皆様、日頃より本校学校運営に多大な 

ご協力ご支援を頂き衷心よりお礼を申し上げます。昨年度はコロナの 

世界的な大流行の影響で始業式も入学式も出来ない状況でしたが、素 

早くオンライン授業を構築し授業を開始することが出来ました。約 10 

ヶ月も続いたオンライン授業でしたが、保護者の皆様の協力や子ども達 

の頑張りも有り、充実したものになりました。特に主要教科においては 

未学習の部分もなく終了することが出来たことは不幸中の幸いでした。 

本年度もコロナについては予断を許さない状況ですが、おかげさまで、4月 13日に始業式、入学式を

対面で行い、令和 3年度をスタートさせることが出来ました。ここにご報告申し上げます。 

 さて、入学式においては、小学部 2 名（平野安香さん、松澤一樹くん）の新入生を迎え、在南ア日本

国大使館【丸山則夫大使】にオンラインで祝辞を頂き、日本人会会長【島田巌介様】からは直接対面で

心温まる祝辞を頂きました。ありがとうございました。新入生も緊張した中にも元気な態度で臨み、在

校生の歓迎の言葉や歌を受け、式終了後は笑顔いっぱいの二人でした。これから数年間 JSJ で多くの学

びと体験を通して健やかに成長してくれることを願っております。 

 在校生においては、始業式で新しい担任の先生が発表され、新たな気持ちで新学年をスタートさせま

した。翌日からは、早速、生活オリエンテーションを受けたり、バス乗車訓練やバスジャック訓練をし

たりして、順調に学校生活を開始したところです。5月は 8日〔土〕に授業参観、14日〔金〕に全校遠

足を予定しております。今年度も子ども達が充実した学校生活を送り、多くの学びを修得出来るように

全教職員が一致団結して努力する所存です。本年度もどうぞよろしくお願い致します。 

なお、令和 3年度のヨハネスブルグ日本人学校のスローガンは以下の通りです。 

◆ キーワード  「１に安全,２に教育,３に信頼」 

◆ めざす学校の姿「夢と勇気と元気をもって、みんなで作ろう楽しい学校」 

◆ 先生と子ども達の合言葉「あいさつが元気,えがおが元気,こころが元気」 
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＜校長室からひとりごと＞ ～新赴任の先生方をよろしくお願い致します～ 
 日毎に秋の深まりを感じる今日この頃、朝夕が急に冷え込むようになりました。しかもコロナの感染

リスクもある状況なので、例年にも増して体調管理には万全を期したいところです。 

 さて、昨年度は新赴任の先生方が南アに入国できず、日本からオンラインで授業を行うという前代未

聞の年度でした。今年度は未だコロナ禍ですが、新赴任の先生方 3名が予定通り着任することができ、

通常の授業が出来ていることを大変うれしく思います。ここで新赴任の先生方を簡単に紹介します。 

◇太田尚子先生（愛知県）◇深山慎也先生（千葉県）◇矢田紳士先生（兵庫県） 

3名の先生方におかれては、まだ 1ヶ月も満たないヨハネスブルグ生活ですが、 

すっかりなじみ、JSJの戦力として活躍頂いております。今後は多くの子ども 

達、保護者、日本人会の皆様と大いに交流を図るとともに南アフリカの生活に 

も溶け込み、見聞を広めて頂きたいと願っているところです。ただ、日本より 

も危険リスクの高い国であることも忘れず、虹の国を満喫して頂きたい。 

保護者の皆様、関係者の皆様どうぞ新赴任の先生方をよろしくお願い致します。 【新赴任の先生方です】 

 

 

 


